
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

際
間
の
政
治
的
韓
移
が
詳
し
く
講
ぜ
ら
れ
て
あ
り
、
特
に
著
者
は

常
に
國
糖
質
係
に
油
日
を
怠
っ
て
居
な
い
。
今
ま
さ
に
世
界
的
地

位
に
在
る
早
言
民
の
世
界
的
知
識
の
養
成
に
資
さ
う
ミ
云
ふ
著
者

の
意
向
は
こ
・
に
見
嵐
さ
れ
る
。
・
＋
六
世
紀
か
ら
＋
八
世
紀
末
に

至
る
迄
の
歓
諸
政
治
史
の
好
個
の
参
考
ざ
な
ら
う
。
原
語
を
並
記

し
た
索
引
も
護
者
に
は
大
古
あ
り
が
た
い
。
地
圖
そ
の
他
の
圖
録

は
な
い
。
（
明
治
書
院
護
行
、
三
、
○
○
）
〔
猪
谷
〕

囎
欧
洲
経
濟
吏

本
位
田
群
動
著

　
日
本
評
論
鮭
刊
行
の
現
代
縄
濟
學
全
集
中
の
一
編
で
あ
る
。
凡

そ
こ
の
叢
書
は
そ
の
性
質
ミ
し
て
な
る
べ
く
穏
健
中
正
な
一
般
の

通
詮
を
李
易
に
一
定
の
紙
撒
の
中
に
講
設
す
る
こ
噛
こ
を
目
的
「
こ
す

る
が
故
に
、
・
こ
の
書
も
亦
特
に
著
者
が
自
己
の
新
見
論
陣
研
究
の

類
を
掲
げ
て
そ
の
當
否
を
學
界
に
問
は
う
ε
し
た
も
の
で
は
な
く

恐
ら
く
は
彼
が
其
の
生
涯
の
事
業
こ
す
る
世
界
経
濟
皮
の
研
究
に

畠
嚢
鮎
を
與
へ
る
ざ
共
に
他
面
よ
き
入
門
書
の
少
い
こ
の
方
面
に

手
頃
な
指
針
を
供
し
て
頓
に
高
ま
り
つ
・
あ
る
一
般
肚
會
の
要
望

を
満
た
さ
ん
こ
ε
を
試
み
た
も
の
で
あ
ら
う
。
薯
者
は
ま
つ
紀
元

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
策
三
號
　
　
　
四
六
四

始
め
グ
ル
マ
ー
ネ
ン
の
登
揚
を
以
て
鷺
洲
経
濟
史
の
始
期
ミ
す
る

ε
共
に
其
後
の
駄
洲
を
詰
軍
的
に
一
の
統
一
膿
、
こ
難
儀
し
、
之
を

前
賓
本
窯
義
血
に
資
本
主
義
の
こ
大
幣
に
分
ち
、
夏
に
爾
者
を
そ

れ
ぐ
三
分
し
て
共
産
村
落
、
蕪
園
ギ
ル
ド
、
及
び
商
業
資
本
主
義

工
業
資
本
主
義
、
金
融
竃
祭
主
義
の
時
代
ミ
名
づ
け
其
の
工
業
資

本
主
義
時
代
を
以
て
叙
述
を
終
っ
て
み
る
。
嶽
多
い
碩
墨
達
に
よ

っ
て
提
示
さ
れ
た
醜
存
の
嚢
展
段
階
読
に
兎
も
す
れ
ば
拘
泥
束
縛

さ
れ
勝
ち
な
こ
の
方
面
に
比
較
的
自
由
に
時
代
を
分
つ
ミ
共
に
、

之
を
以
っ
て
世
界
史
の
全
膿
を
律
す
べ
き
も
の
ε
せ
す
し
て
普
通
．

に
所
謂
中
世
場
後
の
西
歓
に
の
み
限
っ
た
所
に
著
者
の
穏
健
な
る

畢
問
的
性
格
が
認
め
え
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
叙
蓮
ま
た
李
明
、
徒

に
引
用
や
参
照
や
を
本
文
の
間
に
挿
入
す
る
こ
一
こ
な
く
前
後
一
貫

同
一
の
文
薩
を
以
て
通
讃
に
便
し
て
み
る
。
巻
末
に
三
十
八
頁
に

亙
っ
て
参
考
書
名
を
學
け
た
の
は
讃
者
を
饗
す
る
こ
軸
こ
多
い
で
あ

ら
う
。
（
菊
制
三
九
三
頁
、
東
京
日
本
評
論
就
）
〔
柴
田
〕

⑳
郷
土
地
理
研
究

小
田
内
通
敏
著

土
地
に
饗
し
て
暖
ま
れ
る
我
々
人
類
の
生
活
の
考
案
に
は
土
地

（　1・2u）　）


